
「ズレとイメージ・日本近代洋画と山内崇嗣をめぐって」によせて
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山内 崇嗣

　ここまで書いていて案の定、書くことが困難になってしまいました。どうも散文的に書いてしまします。

特徴を捉えて体系的に僕にはかけませんでした。日本美術自体が特別難しいと思いませんが、僕が思う大文字

の美術の大系に合わせて読み替えして書こうとすると、どうも難しくなってしまいました。

　今回のテーマは基本的に、日本美術とは何か？と、おもしろい絵の見方はどういうことか？ということに

少しでも触れられるように、日本の洋風画を通してひもとけないか？と考えていました。日本の洋風画の全て

が優れているとは全く思いませんが洋風画の見方や流れを追うことで少しでも、日本美術とは何か？と、おも

しろい絵の見方はどういうことか？いうことに触れたいと考えています。

　一つ結論からいえば、日本美術には一見、メインカルチャーのような主体性になる考えや発展があるようで、

そのようなものはありません。地域の創作物の総体のようなものがあって、検索エンジンでキーワードを切り

替えるように、常にインデックスや索引のような考えが切り替わる見方のようなものがある。それが変わる切

っ掛けは政権の交代や戦争や経済の動きなどが主なものと考えます。日本の洋風画が何かと調べれば調べるほ

どその文化がサブカルチャーのようにも見えてくる。しかし、メイン無きサブなんて有りえないので、サブカ

ルチャーのようにもメインカルチャーのようにも見える島宇宙の文化がいっぱい隣接しているような状態の文

化が日本の地域の文化にあり、外の文化との対比で思考や国策など色んな条件で、その時々にインデックスの

ような索引を切り替えがころころと起こる地域の文化だと考えます。それゆえに、僕の文章も、細かいディテ

ールを丁寧に見ようとゆう考えと、日本美術のテーマが常々動いていることを同時に書こうとすると、どうも

散文的な書き方になってしまいました。

　それで、海外の作品や考えより劣った作品が多いかと言えば、そうも思わないし、自分達の身近な文化なの

で興味も沸きます。そのようなことを念頭に今回のスライドショーの作品を選びました。一般的に知られてる

明治以降の作品はあまり通俗的ではない見え方に見せられるように、江戸時代の洋風画はあまり知る機会もな

いのでなるべく掘り下げて選びました。

作品リスト（外人の絵と邦人の洋風の絵）

洋風の絵を見るポイント

　・画材や技法の習得 

　　　油絵具、銅版画、ガッシュみたいもの、当時の新しいテクノロジー

　・見え方 

　　　直射光稜線反射光で捕らえる量感、投視法、モダンな色面処理など 

　・モチーフ 

　　　当時日本に存在しないもの存在するものの選択 

　・わたしの見ているカドミウムレッドは、あなたの見ているカドミウムレッドと同じように見えて

　　いるのでしょうか？

　・別々の地域に住む二人が信じているイエス・キリストは全くの同一人物なのでしょうか？

　一つのものをみんなのあいだで、同じように感じることと、違っていると感じることがあります。

違っていると感じるとき宗教では過去に戦争まで起きてしまいました。芸術では違って感じることは

ユニークなこととして良しとされることもあります。語学翻訳では趣旨がちがうと余り内容を伝えて

いないと揉め事が起きたり、元の著者が言ってはいないけど翻訳の方が面白いねとということもあり

ます。また科学や数学や経済では自分とは違う人に向けて誤解が起きないようさまざまルールはあ

ります。一つのものが、みんなの考え方の中で違ってみえて楽しめたり怒ったりするのは、どん

な時でしょうか？

　僕が日本の近代の作品を改めて見直して驚いたのは高橋由一の「栗子山隧道図」(1881)を見たとき

です。クールベの「The Source of the Loue」(1864)を連想させるモチーフと描き方です。クールベ

は写実主義の巨匠とも呼ばれ、具象的な風景や労働者をいきいきと捕らえながらも絵の具がクリーム

をナイフや筆で混ぜ合わせたようなタッチが絵であって絵でないようなものに見える作品を作りまし

た。高橋由一の「栗子山隧道図」を見たときに、高橋由一はクールベをまず知るはずがないのに、ほ

ぼ同時代に同じような絵を描いていたのか？と疑問を持ち、西洋的な美術史と日本の美術史の互換性

と互換が効かない特性のようなものに興味が沸きました。

　次に岸田劉生の展開を見ていて、初期のゴッホ調の見え方の作品から、デューラーの自画像や顔輝

の作品として伝わる寒山拾得図を折衷させた見え方に変化していました。その折衷させた見え方に

ついて彼自身は「写実」の面白さと言って拘っています。その「写実」とはどういうことでしょう？

彼の作品や展開を見ながら考えていて、写真運動の新即物主義（ノイエザッハリヒカイト）の登場や

発見に近いものだったんじゃないか？と思うようになりました。新即物主義の作品は自由奔放のように

見える主観的な表現主義の不毛さに対して世の中の無名性や匿名性なものとしてあるものを冷徹な視

線を注ぎ即物的に表現します。あるものがそのまま表現されているのにもかかわらず作品を見ていると

何か別のようなものに感じてしまう情報量やディテールが新即物主義の作品にはあり、その発想自体

が岸田劉生の言うところの「写実」と近いものではいないか？と考えてます。

　そのように改めてよく知られた日本美術の作品を見直して、世界の古今東西の作品や考えを読み解

き直すことや、やり直すようなことをしても良いと思うようになりました。

　ぼくの中学生時代は幼稚で恥ずかしい時だった。だけど思い返すと今では感じないことを感じてい

たようにも思う。ぼくはもう中学生にはなれませんが、そのような興奮とキラメキは大好きです。

　我々の近代というものは稚拙で恥ずかしい時代でした。しかし思い返すと現代では感じられない興

奮を感じていたようにも思います。我々はもう近代には戻れませんが、そのような昂揚と儚さは心が

ひきつけられます。
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